
アルコール検知クラウド連携システム

クラウド管理のメリット

　2022 年 4 月 1 日に道路交通法が改正され、自家用自動車である白ナンバーもアルコールェック対象となりました。

義務化の対象となるのは、「安全運転管理者選任事業所」として規定されている事業者となります。定員 11 人以上

の車を 1台以上または、その他の自動車（トラック、白ナンバー）を 5台以上使用する事業者が対象となります。

　2022 年 10 月 1 日からは、運転前後の運転者の状態を目視等で確認することに加え、アルコール検知器を使用して、

酒気帯びの有無を確認することが義務化されます。それに伴い、各事業所ごとにアルコール検知器を常時有効に保持

することが必須となります。また、検査記録は 1年間の保管義務があります。

　本件に関わる業務の効率化と運用の確実化を図るため、「アルコール検知クラウド連携システム」を開発しました。

・検知結果を自動記録、保存

・1年間の保存期間に対応

・検知結果のリアルタイム一元管理

・不正防止

認証管理

測定中撮影 履歴一覧

デバイス管理

アラーム通知

運転者・車番管理

Webアクセス
スマホAPP

管理者確認

システムの提供機能

0.0mg/L 正常

アルコール検知器

アルコール検知 ・ 顔認証一体型 YX8000

顔認証タブレット
TR08ADT1700

モバイル型

据え置き型 一体型

スマホアプリ＆クラウド管理システム

スマホ、PC で履歴閲覧

データダウンロード

測定履歴データの一元管理

信頼性の高い amazon サーバーを使用

国内 1 万台以上の出荷実績精度、 信頼性に優れた燃料電池式ガスタイプ
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